NDC ニ ヨル トショブンルイ ノ キソ ソノ1 by 中谷 陽子 et al.
白鴎大学論集第20巻第1号
論文
NDCによる図書分類の基礎（その1）
中谷陽子・豊澤弘伸・生野金三
TheBasicsofaBookClassificationbyNDC
NAKATAMYoko，TOYOSAWAHironobu，SHONOKinzo
1．はじめに
「学校図書館法」は、昭和28年の制定以降幾度かの改正を経て、平成15
年7月に現在のものに改正されたが、今回の改正の主要な目的は、学校図
書館の専門的職務を掌らせるために司書教諭を配置しようとする点にある
といえる。先の改正で、それまで学校図書館法附則第2項に「当分の間置
かないことができる。」（1）とされていた司書教諭設置の猶予期間が「政令
で定める規模以下の学校」（2）（「学級の数が11以下の学校」のこと）を除き、
平成15年3月31日までとされ、平成15年度からは12学級以上の学校におい
ては司書教諭を置かねばならないことになった。これらの法改正は、教員
職員定数法の改正を伴っていない故、教員の定数は増やさないままで、数
年の間に数万人の司書教諭が発令されることになる。学校図書館の充実を
妨げてきた要因の一つに、学校図書館に司書教諭が置かれていないという
指摘があった。この点に関しては従来より一歩前進したといえる。斯様な
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ことで学校図書館の活性化も期待できよう。
先に教員の定数は増やさないとしたが、それをめぐっては、学校図書館
法において、
司書教諭は、教諭をもって充てる。この場合において、当該教諭は、
司書教諭の講習を終了した者でなければならない。（3）
と定めている。ここでは、司書教諭の講習を終了した教諭に対し、教諭の
身分はそのまま、司書教諭の職務を命ずるとしている。学級担任教科担当
をしながら司書教諭の仕事を行う教諭は専任でなく兼務となる。教諭をもっ
て司書教諭に充てるとなると司書教諭の有資格者を多数養成しなければな
らない。それに伴って講習を実施する機関を増やそうということで、大学
以外の教育機関でも文部科学大臣の委嘱を受けて行うことができるように
なった。ここでいう「大学以外の教育機関」とは、都道府県及び市町村の
教育センター等のことである。
最近、大学及び都道府県の教育委員会は、夏季に図書館司書教諭の講習
会をよく実施している。斯様ななかで、大学においては司書教諭の資格に
必要な科目を授業科目として設ける傾向にある。斯様に司書教諭の有資格
者の養成は積極的に行われている。
ところで、学校図書館司書教諭講習規程による単位数であるが、それは
全部で5科目10単位となっている。現職の教員がこの10単位を総て修得す
るとなるとかなりの期間を要することになる。そこで、ある条件の下で減
免処置が講じられている。それをめぐっては、学校図書館司書教諭教諭規
程に、
小学校、中学校、高等学校、育学校、聾学校もしくは養護学校く中
略＞において2年もしくは4年以上良好な成績で司書教諭に相当する
職務に従事した旨の所轄序の証明を有する者については、＜中略＞修
得した単位その他の事項を勘案してく中略＞規程する科目の単位の一
部または全部を同項の規程により修得したものとみなす。（4）
と定めている。実際この規程の運用に当たっては、従来司書教諭相当の職
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務に従事した経験がなくても、今後その職務に従事する予定があれば減免
される。4単位あるいは2単位までに減免される。（5）最低の2単位という
のは旧講習規程の科目「図書の整理」「図書以外の資料の利用」「図書の選
択」で、それは読み替えられる新講習規程の科目「学校図書館メディアの
構成」の一科目の2単位に相当する。
その「学校図書館メディアの構成」のねらいは学校図書館メディアの構
成に関する理解及び実務能力の育成を図ることにある。取扱う内容として
は、学校図書館メディアの種類と特性、学校図書館メディアの選択と構成、
学校図書館メディアの組織化等が考えられる。これらの内容のなかで最も
中核となっているのは、言うまでもなく学校図書館メディアの組織化であ
る。それは、標準分類表（小学校、中学校、高等学校の図書館においては
日本十進分類表が現在最も妥当な分類法として採用されている。）を踏ま
え、図書に請求記号（分類記号と図書記号等を合わせたものでそれをCall
Numberという。）を付与する作業と、利用者の不便を解消する目的で、
図書館の蔵書を活用する際の検索の手掛かりとなる目録（書名、著者、件
名の）を作成する作業の二者に大別される。
この両者で最も慎重に対処しなければならないのは、図書に請求記号を
付与する作業である。それは、分類記号を付与する作業は図書のタイトル、
著者、目次、前書き、後書き等によって主題を抽出する際、作業者によっ
て、あるいは時期によってそれらが異なると、同じ図書に異なった分類記
号を付与するという矛盾が生じてくるからである。首尾一貫した分類記号
を付与するために図書のもつ主題内容を把握し、最適な主題抽出がまず重
要なことである。本論では、斯様なことを踏まえ、図書の分類記号の付与
のあり様、就中その基礎について探究することを目的とする。
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H．分類について
1．図書分類の意義
学校図書館のメディアを媒体の面からみると、図書等の印刷メディア（6）
と音声メディア等の非印刷メディアとに大別される。後者の非印刷メディ
アには、CD（コンパクトディスク）、MD（ミニディスク）、LD（レーザー
ディスク）等の視聴覚メディアも含まれ、最近斯様なメディアは頓に増加
の傾向にある。学校図書館には、上記のごとく多くの形態のメディアが存
在し、しかもその量は年々増加している。当然のことであるが、学校図書
館はこれら総てのメディアを取扱うことになる。その際学校図書館で受け
入れた図書を無秩序に置いていたのでは、利用することも管理することも
できない。そこで利用者の利便性等を鑑みて、それを一定の方針にしたがっ
て整理し、体系化する必要がある。この整理する作業の一つが分類である。
図書を特定の性格に基づいて類別することを分類という。
先に一定の方針にしたがって整理するとしたが、それは何を基準にした
らよいのだろうか。（7）図書を例にとって考えてみる。利用者は何を手掛か
りとして図書を検索するのだろうか。「1989年に出版された図書に調べた
いことが掲載されているはずだ。」とかr青色っぽい表紙の図書を読みた
い。」という探し方はまず考えられない。大半の人は個々人が研究したい
と思う主題を念頭におき、それを扱った図書を探したり、あるいはr国際
理解について書かれた図書を読みたい。」「環境問題について調べたい。」
というように図書の内容で探すであろう。したがって、図書館では内容が
利用者によく分かるように図書を書庫に配列しておくことが望ましい。
内容を基準として共通性のあるものとそうでないものとを類別すること
が図書の分類の意である。図書の内容を構成しているのは主題である故、
畢寛図書は主題によって書庫に配列することで読者の期待に応えることに
もなる。先に図書を特定の性格に基づいて類別するとしたが、特定の性格
とは、図書の内容、つまり主題のことである。
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以上、図書分類の定義について述べてきたが、以下にそれを要約してお
く。図書の分類とは図書利用の効率化を図るために図書及び図書の記入を
一定の基準に基づいて区分し、柔軟的に配列することによってそれぞれの
全体を一つの体系としてしまうことである。（8）
2．標準分類表
総ての図書館において、共通に利用できる方法で図書が分類されていれ
ば利用者にとっては極めて便利である。個々人が必要とする図書が、もし
自分が利用する学校図書館に在庫していない場合、近隣の図書館に探しに
行っても同じ要領で図書を検索できる。小学校の図書館の分類法が中学校
と同じであれば、児童が中学校に進学しても従来学んだ検索法で図書を探
すことができる。もし、各図書館の分類が異なっていると、図書館を利用
する人はそれぞれの図書館における分類の体系を体得し、それに慣れなけ
ればならない。比較的年齢の低い児童生徒の場合、それぞれ異なる分類の
体系を体得することはかなりの無理があり、実際の場合では図書の検索が
容易にできない。標準分類法を多くの図書館が利用することで利用者は勿
論のこと、各図書館が相互連絡をしたり、相互貸借をしたりする場合にお
いても便利である。図書に分類記号を付与する際、疑問が生じた折、他の
図書館にも同じ分類表を利用していれば、その疑問に対し話合いが円滑に
行われるように思う。例えば、「『言語の読みの様相』という図書はどんな
分類記号を付与したらよいだろうか。」という疑問に付いて考えてみる。
日本の標準分類法である日本十進分類法（NipponDedmalClassi丘cation：
NDC）において見てみると、r国語科における読みの指導であるので375
になるだろう。」r言語理論に関わる内容であるので908になるだろう。」と
いうように考えるであろう。斯様な場合、各図書館が同じ分類表を使用し
ていれば、相手がどのように考えて分類したのかを説明することで、その
内容を理解することが可能である。こうしてより適切な分類記号が図書に
付与されるであろう。斯様に多くの図書館によって共通して採用されるこ
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とを目的として考案された分類法を標準分類法と呼称する。
標準分類表は、先述のごとく多くの図書館で使用されることを目的とし
て考案されている故、それに適った性格を具備していなければならない。
以下にその条件のいくつかを揚げてみる。
（1）過去の図書への対応力をもつと同時に、将来の図書にも対応し新た
な主題も受容できるようなものであること。
社会が進歩発展し、科学技術が進歩するにしたがって、新たな主題が次々
に登場してくる。例えば、最近頓に環境や福祉が大きな社会問題となって
いるが、その内容は極めて多岐にわたっている。福祉と言っても、それは
児童福祉、社会福祉、医療福祉、家庭福祉、地域福祉、精神保健福祉等様々
な分野が考えられる故、斯様な主題に対する位置づけも必要になってくる。
新しい主題が生じた場合、分類表に挙げられている項目に抱合させること
ができないことがあるかもしれない。その折には、新しい主題を起こす必
要性が生じてくる故、斯様な点に十分配慮が支払われていなければならな
い。
（2）分類表の区分配列が論理的な構造をもって作られていること。
分類は、知識の宇宙からまず学術・研究分野を第1次区分とし、そして
それをまたいくつかに分けて第2次区分とし、更にそれを細分して第3次
区分として構成されている。第1次区分を類と呼称し、以下網・要と称す
る。要は学術の研究分の配列が論理的でなければならないと言うことであ
る。
（3）相関索弓1等の整った索弓1がつけられていること。
図書は、その主題にしたがって分類されているのであるが、その際主題
がどんな分類記号に相当するのか定かでない場合があったとする。斯様な
場合、音順の索引がついていて、分類記号が示されていればその位置を知
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ることができよう。図書館の利用者に索引の存在を知らしめておけば、個々
人が探し求めている図書の所在位置を確認することができる。とりわけ、
件名目録等の存在しない図書館においては、極めて役立つと考える。斯様
なことを鑑み、索引は分類表にとって不可欠の存在である。
以上が標準分類法の主たる条件であるが、それ以外に分類表の維持管理
が永続的な機関で行われていること等も条件となろう。
3．NDC（NipponDecimalClassification）の構成
（1）沿革
日本十進分類法（NipponDecimalClassi丘cation，略称NDC）は、アメ
リカのデューイ（MelvilDemey，1851～1931）が創案した十進方式
（DecimalSystem）を導入し、これを日本の図書館で適合するように再構
成した、図書館の蔵書を分類するための表とその関係資料である。（9）
発端は、1928年にもり・きよし（森清，1906～90）が勤務先である図書
館用品専門店の蔵書を整理するために考案したことに始まる。分類表が単
行書として刊行されると、当時の日本における分類表として画期的な業績
であると評価され、その後版が重ねられ5版を刊行するに至った。
戦後は、学校図書館の発足に際し刊行され文部省『学校図書館の手引き』
（1948）でNDCが推奨され、国立国公図書館（NationalDietLibrary，略
称NDL）が和漢書の分類に適用するなどの経緯があって、大いに普及し、
標準分類表と認識されるようになった。（10）
日本図書館協会（略称：日図協！は1948年館界の要望にもとづき、
NDCを個人著作から継承、館界共通とすると共に、戦後日本の実情に即
して改訂することにした。原編者もりを中核とする分類委員会に託し、
1950年に新訂6版、1961年に新訂7版、さらに1978年に新訂8版（11）を刊行
した。その後、1995年新訂9版が刊行された。
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（2）NDCの構成
NDCを構成する分類体系の階層構造をr日本十進分類表新訂9版
本表編』を基に見てみる。
NDCは知識・学問の全領域から主要な9つの領域を列挙して、第1区
分とする。第1区分とは、1から9までの記号を与え、そしていくつかの
グループに属する図書、及びどのグループにも属さない図書、例えば百科
事典や年鑑等に対して0を与えr総記』とする。斯様にして10個のグルー
プに分け第一区分を「類」と称し、この第1次区分表は「類目標」と呼称
する。
第1次区分（類目表）
NDC
総記
哲学
歴史
社会科学
自然科学
技術
産業
芸術
言語
文学
各類のなかを同様に9区分して、そのどれにも属さない図書を収めるた
めの総記を設ける。これを網と称し、これをもって構成されたものを主網
表、あるいは百区分（10×10）の表と呼称する．社会科学を例に取ると、
一74一
NDCによる図書分類の基礎（その1）
3社会科学
30社会科学
31政治
32法律
33経済
34財政
35統計
36社会
37教育
38風俗習慣、民俗学、民族学
39国防、軍事
となっている。この第2次区分表は、「網目表」とも呼ばれている。
各網目を更に9区分したものが第3次区分である。それは、r要目表」
または千区分（10×10×10）の表と呼称する。先の例示した社会科学の第
3次区分（教育の部分）を見てみる。
37教育
教育
教育学、教育思想
教育史・事情
教育政策、教育制度、教育行財政
学校経営・管理、学校保健
教育課程、学習指導、教科別教育
幼児・初等・中等教育
大学、高等・専門教育、学術行政
障害児教育
社会教育
前述したように区分単位は、1～9と0のアラビア数字で表し、更に細
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分化する際は数字の桁数を増やしていくのである。この一連の数字が分類
記号で、総ての図書はこの分類記号にしたがって請求記号が付与される。
更に、分類記号は第3次区分を基準とするので、分類記号は最低3桁で表
すことになっている。（12）そして、第4次区分が必要な場合には、細目表に
よって分類記号を探し付加する。その分類記号であるが、3桁と4桁の間
にピリオドを付（13）し、それは数値的には少数として扱うので小数読み（例：
370教員→サン・シチ・ゼロ。例：375．1学習指導→サン・シチ・ゴ・イチ）
とする。
以上、NDCを構成する分類体系の階層構造を見てきたが、以下に社会
科学を例にとってその構造を整理してみる。
3社会科学
37教育
375教育課程
学習指導
教科別教育
．1学習指導（一般）
学習指導要領
．18特別活動
．182小学校
第1次区分（類Class）
第2次区分（網Division）
第3次区分（要Section）
灘襲；；』
NDCが第1次区分表より第3次区分までの要目表と細目表とによって
構成（r本表編」によると）されていることは先述した通りである。この
要目表で「知識の宇宙」を見渡すことが可能であるが、その詳細を知るに
は細目表を見なければならない。細目表は分類項目を網羅した表であるか
らである。
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（3）補助表
補助表とは、ある主題を細目表によって表現し尽くせないとき、細目表
の分類記号に付加してそれを補う補助的分類表である。常に細目表の下位
区分として使用され、単独に分類記号となることはない（14）。補助表には、
「一般補助表」と「固有補助表」とがあり、前者は「細目表の全分野で適
用可能なものから、特定の類に限られるものまで含むが、少なくとも一つ
の類で共通に使用可能か、部分的であっても二つ以上の類で使用され
る」（15）補助表であり、一方後者は「一つの類の一部分についてのみ、共通
に使用される」（16）補助表である。前者の一般補助表には、形式区分、地理
区分、海洋区分、言語区分、言語共通区分、文学共通区分の6種類が存在
する。一方、後者の「固有補助表」にも、神道各教派（178）の共通細区
分表、仏教各宗派（188）の共通細区分表、キリスト教各教派（198）の共
通細区分表、各国・各地域の地理、地誌、紀行（290／297）の共通細区分
表、技術・工学（500／580）経済的・経営的観点の共通細区分表、写真を
除く各美術（700／730，750／759）の図集に関する共通細区分表の6種
類が存在するが、これは学校図書館では殆んど適用の必要はない。
以下、一般補助表についての具体的様相を見てみる。
①形式区分〔共通細目〕（Formdivision，Commonsubdivision）
同一の主題の図書群を更に形式によって細区分する場合に用いる。原則
として、細目表の総ての分類記号（17）に付加できる、
一〇1
－02
－03
－04
－05
－06
－07
理論、哲学
歴史的・地域的論述
参考図書〔レファレンスブック〕
論文集、評論集、講演集、会議録
逐次刊行物：新聞、雑誌、紀要
団体：学会、協会、会議
研究法、指導法、教育
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一〇8叢書、全集、選集 （抜粋）
形式区分の記号は、0を冠していることに注意が必要である。したがっ
て、形式区分の記号の最初は0で始まる（例鳥類図鑑、鳥類（488）＋
図鑑（03）→488。03）。しかし、例外的な使用法も存在する。
・0を除く場合
一〇1及び一〇2に関しては、細目表に短縮形を指示された場合に限り、
0を省略する。
例政治学311（310．1の位置に〔．1→311〕と指示）
絹工業史586．42（586．4〔．402→586．42〕と指示）
・0を重ねる場合
2類（歴史）における地域史および各国史のうち、時代による区分
（未設定の場合もある）と抵触するので、0を重ねる。
例大和時代210．32
日本史年表210．032
その他、時代による区分が施されており、それとの混乱のおそれが
あるもの0を重ねて付加する。
例332（経済史）、362（社会史）、523（西洋建築）、702（美術史）、
723（洋画）、762（音楽史）、902（文学）など。
②地理区分〔地域細目〕（Geographicdivision，Areatables）
主題の取扱いが特定の国あるいは地方の歴史・地理等に関する場合は、
必要に応じて国または地方を表す記号を付加することができる。これが地
理区分である。地理区分の共通記号を地理記号と称する。地理区分は、形
式区分における一〇2を展開したものである。
一1日本
一11北海道地方
一12東北地方
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15
16
17
18
19
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関東地方
北陸地方
中部地方：東山・東海地方
近畿地方
中国地方
四国地方
九州地方
アジア、東洋
朝鮮
中国
東南アジア
インドネシア
インド
西南アジア、中東〔近東〕
アジア・ロシア
ヨーロッパ、西洋
イギリス、英国
ドイツ、中欧
フランス
スペイン〔イスパニア〕
イタリア
ロシア〔ソビエト連邦、独立国家共同体〕
アフリカ
北アフリカ
エジプト
バーバリ諸国
西アフリカ
東アフリカ
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49
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南アフリカ
インド洋のアフリカ諸島
北アメリカ
カナダ
アメリカ合衆国
ラテン・アメリカ
メキシコ
中央アメリカ〔中米諸国〕
西インド諸島
南アメリカ
北部諸国〔カリブ沿海諸国〕
ブラジル
パラグアイ
ウルグアイ
アルゼンチン
チリ
ボリビア
ペルー
オセアニア、両極地方
オーストラリア
ニュージーランド
メラネシア
ミクロネシア
ポリネシア
ハワイ
両極地方
北極、北極地方
南極、南極地方 （抜粋）
NDCによる図書分類の基礎（その1）
上記の適用法を見てみる。
例日本の自動車の歴史537＋0．2＋1（日本）→537．021
フランスの美術館706．9＋0．2＋35（フランス）→706．90235
しかし、特別な地理区分を用意している場合は使用できない（例1）。ま
た、分類表に「地理区分」と指示されている箇所では、「02」を加えず、
直接地理記号を付加する（例2）。
例1782．2書道史、書家および流派
．21日本史．22中国例2ドイツ昔話388＋34（ドイッ）→388．34
③海洋区分〔Seadivision〕
海洋区分は地理区分と併用しない故、学校図書館では殆ど適用の必要性
は認められない。教科学習等で海洋を分類したい際には、海洋区分だけを
取り出して利用することが可能である。その適用個所が海洋気象誌（451．24）、
海洋誌（452，2）および海図集（557．78）のもとに限定されている。
例日本の気象451．24＋23（日本海）→451．2423
④言語区分〔Languagedivision〕
9類（文学）においては、分類記号900に付加して、各文学の分類記号
を形成する。
例デンマーク文字9＋497（デンマーク語）→949．7
上記の他に、0類（総記）のうち、百科事典（030）、一般論文集、一般
講演集（040）、逐次刊行物（050）、叢書、全集、選集（080）についても、
末尾の0を除き、付加する。
例アイルランド語で書かれた論文集
048．99＋932（アイルランド語）→048．99932
－1日本語
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????????｝??﹈?中国語
英語
フランス語
スペイン語
イタリア語
ロシア語
その他諸言語
⑤言語共通区分〔SubdMsionofindividualIanguages〕
言語共通区分は、8類（言語）の各言語の下で、言語学の共通主題区分
として使用する。
例アイヌ語辞典829．2＋（辞典）→829．2含
例スワヒリ語の会話894．7＋78（会話）→894．778
一1
－2
－3
－4
－5
－6
－7
－78
－8
音声、音韻、文字
語源、語義、意味
辞典
語彙
文法、語法
文章、文体、作文
読本、解釈、会話
会話
方言、詑語
⑥文学共通区分〔SubdivisionofindividualIiteratures〕
文学共通区分は、9類（文学）の各言語の文学の下で、共通して使用さ
れる主題区分である。
例千一夜物語（アラビヤ文学の小説）929．76＋3（小説）→929．763
－1詩歌
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??????? ? ?戯曲
小説、物語
評論、エッセイ、随筆
日記、書簡、紀行
記録、手記、ルポルタージュ
箴言、アフォリズム、寸言
作品集：全集、選集 （抜粋）
以上が一般補助表の6種類についての具体的様相である。
（4）請求記号
先に説明を加えたNDCを基に、図書の主題に従って分類記号を付与す
る作業を行うのである。そして、その分類番号（Classnumber）と同一
分類内にある個々の図書の位置（順序）などを指示する図書記号（Book
number）等とによって図書に請求記号（Callnumber）が付与される。実
際の準備段階では、図書に以下のラベル（請求記号CNを記した）が背表
紙に貼付されるのである。請求記号は、図書の配架記号であり、個々の図
書を個別化する機能を有している。請求記号は、図書を速やかに正確に請
求し、検索し、そして貸出しのためにも用いる故、極めて重要な役割を有
している。
【請求記号（所在記号）】
・二段式の場合
匿1』羅鷲藩晶号法＿．
・三段式の場合r日本十進分類法」（NDC）による。
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上記のことを具体的な作品で見てみる。
新美南吉研究910．28
生野金三Sh95
請求記号について簡約したが、これを踏まえて請求記号の目的を列挙し
ておく。
・図書を書架上に、順序良く配列する。
・特定の図書を書架上に配置する。
・帯出者に、図書を貸出するための記号を与える。
・図書を書架に返すのを容易にする。
・図書の点検に際して、すみやかな図書の識別を助ける。（18）
A図書記号の種類
請求記号における分類記号が基本的で、固定化されたものであるのに対
し、図書記号は同一分類内の位置、順序を指示するもので、蔵書の量、図
書の分類や目録と極めて相関的であり、可動的である。（19）
斯様なことより図書記号は分類記号の補助的なものであり、その性格は
二次配架法である。従って、同一分類内の図書の増減によって図書記号を
簡略にしたり、詳細にしたりすることも必要である。つまり図書記号は、
分類の精粗、蔵書の量、利用者やその利用状況によって（20）決める必要があ
る。また、この図書記号は、目録に記入する標目と同じ機能を有している。
ただ、異なるのはそれを記号化している点にある。以上のことを鑑み以下
に図書記号の機能をまとめてみる。
・個々の図書を他の図書と区別するための記号である。
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・性格を二次配架法であるとしたが、図書の配架法を効率的にする。
・配架した図書の検索を容易にする。
・図書の閲覧を合理化することができる。
・図書の貸出業務を能率的にする。
以下、受入順記号法、年代記号法、著者記号法について簡約する。
①受入順次記号法
同一分類記号内の図書を受入順に1，2，3とアラビア数字による一連
の番号を与える方式である。総ての図書が受け入れ順に番号を付与するの
ではない。同じ図書が2冊以上の場合、最初に受け入れた図書の受け入れ
た図書の受入番号を他の図書にも付与する故、同じ図書一冊一冊異なった
番号を付与するのではない。
図書記号が受入順という機械的方法である故、論理的に個別化されたも
のでなく、単純で完全な個別化も可能となる。しかし、この方法は、同一
著者の図書が分散し、固定化された配架法である故、配列に弾力性がない。
②年代記号法
同一分類記号内の図書を出版年順（発行年順）に配列する方法である。
それは、出版年を文字や数字で記号化して図書記号とする。それは、アル
ファベット大文字（但し、1、0を除く）と下1ケタの数字の組み合わせ
で年代（21）をあらわす。
A1880以前はそのまま
B1880－89F1920－29K1960－69
C1890－99G1930－39L1970－79
D1900－09H1940－49M1980－89
E1910－19J1950－59N1990－99（以下省略）
B以下は10年毎に文字と下1ケタを用いる。
例1925→F5，1982→M2．
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年代記号法は科学技術書等には最も適すると言及されている。しかし、
学校図書館では、最新の図書を中心に構成されている故、出版年順は殆ん
ど問題とならない。従って、このような方法は学校図書館では然程利用さ
れていない。
③著者記号法
著者記号法は同一分類内の図書を著者名の順序で配列する方法である。
これは同一分類内における同一著者の図書を一箇所に集中でき、合理性が
あるので図書の整理や検索に利点が多い。著者記号の種類として最も精密
に個別化するには、著者記号法（もりきよし『日本著者記号表』）によら
なければならない。しかし、公開書架制を導入している小さい図書館や学
校図書館では、蔵書の量が少ない故、『日本著者記号法』のようにこまか
い記号を使用せず、著者名の頭文字（姓の）を用いる簡単な方法を採用し
ている。
著者頭字方式……著者（姓）の頭字1，2文字を仮名またはローマ字
で記号化する方法。仮名の方が識別力が高い。
例新美南吉研究（生野金三著）
→91028一ショ（片仮名2文字の場合）
これ以外に2字式ならば、しょ、SH、1字式ならば、S又はシ、し等
がある。同一分類内で初字が同一であれば、異なった著者名も同一記号と
なる。しかし、開架式は殆んど支障はない。
以下、r日本著者記号表』について説明を加えてみる。
ア構成
・著者名の頭字と数字2字を以て原則としたが、日本人名の姓に多いK。
M．S．Tはローマ字2字をとることにした。また使用度の少ない下記の
ものは、数字1字とした。
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・下記のものは使用されることが稀れであるため、
れらは、文字だけとして数字を使わない。
この表から省いた。こ
X（22）（抜粋）
イ使用法
・日本人名は、ヘボン式ローマ字つづりによる。
・著者記号をあたえるには、著者名の初め3，4字に相当するものを、表
中で見出し、姓の頭字（但し、KMSTは、初め2文字）とそれに伴う数
字を以て記号とする。
例：長寿吉
郭沫若
フィリップ
スペンサー
内田清之助
早稲田大学
Ch6．Jukichi
Kaku．Matsujaku
Philippe．Charles－Louis
Spencer．Herbert
uchida．seinosuke
Waseda．Daigaku
・日本・中国・朝鮮人名における長音は、長音符がないものとして
記号化する。従って、Mori（森）M6ri（毛利）とは、同じMo45に、また
Oki（沖）Oki（大木）もともに051である。
・もし、著作名の初めの3，4字が、表にない場合は、abc順で、すぐ
その直前の数字をとる。
例えば、浅田Asadaに対して表をみると、As81、Asah82、Asai83となっ
ているからAsをとってA81とする。Shawの場合は、Shar13、She14であ
るからSharをとってSH13とする。（23）（抜粋）
C52
KA28
P54
SP4
U14
W41
?? ”
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ウ同一著者の場合には
・同一分類に中で、同じ著者の著作が、2冊以上になったときに、これを
識別するために与える記号を著作記号（WorkNumber）という。ふつう
は書名の首字を付加して区別し、もし首字が同じである場合は、更に区別
する必要な文字をつける。
例えば、中川与一の小説（分類記号913．6）
愛恋無限
愛は惜しなく与ふ
悲劇の季節
膓たき花
青衣の女人
失楽の夜
探美の夜
天の夕顔
N32a
N32ai
N32h
N32r
N32s
N32sh
N32t
N32te
以上の如くすれば、書名のabc順にならぶわけであるが、しかし日本
の書名には首字が同じである場合が多いため、いきおい記号が煩雑となる。
従って同一著者のものは、書名にかかわりなくその受入順に2、3、4と
序数を以て著作記号とする方が簡単である。例に、「探美の夜」が最初に
来たとすればN32とし、次に「失楽の夜」かくればN32－2、「愛恋無限」
N32－3というように番号をつけておく。（24）（抜粋）
B補助記号
補助記号には、巻冊記号（巻次記号）、複本記号、版次記号等の種類が
ある。以下それぞれの特色を見てみる。
ア巻冊記号
全集、叢書、上中下等2冊以上からなる巻冊記号は、その巻次数をその
まま表示する。
一88一
NDCによる図書分類の基礎（その1）
例『日本動物大百科』（全10巻＋別券平凡社1996－98刊）
第1巻哺乳類1→482一二一1
第2巻哺乳類2→482一二一2
イ複本記号
同一の図書が複数冊所蔵している場合、それらを区別するために付与す
るのが複本記号である。
例夏目漱石『我輩は猫である』
913．6－N58一ア（1）
913．6－N58一イ（H）
複本の1冊目から順次ア、イ、ウまたは、1、H、皿と表示する。
ウ版次記号
同一著作で改訂増補されている場合、その版次の関係を示すために版次
記号を付与する。版次記号は、内容に改訂が加えられているものに限定し、
増刷には付さない。
例森清原編『日本十進分類表』
訂補5版014．4－MO46（5）
訂補6版014，4－Mo46（6）
【注】
（1）今まど子編r図書館学基礎資料』樹村房p．23
（2）同上書p．23
（3）同上書p．22
以下に「学校図書館法」をまず揚げ、次いで「学校図書館基準（抄）」を掲げ
ておく。
◆学校図書館法◆
（昭和28年8月8日法律第185号・最終改正年月日：平成15年7月16日法律第117号）
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（この法律の目的）
第一条
この法律は、学校図書館が、学校教育において欠くことのできない基礎的な設
備であることにかんがみ、その健全な発達を図り、もつて学校教育を充実するこ
とを目的とする。
（定義）
第二条
この法律において「学校図書館」とは、小学校（盲学校、聾学校及び養護学校
の小学部を含む。）、中学校（中等教育学校の前期課程並びに盲学校・聾学校及び
養護学校の中学部を含む。）及び高等学校（中等教育学校の後期課程並びに盲学
校、聾学校及び養護学校の高等部を含む。）（以下r学校」という・）において・
図書、視覚聴覚教育の資料その他学校教育に必要な資料（以下r図書館資料」と
いう。）を収集し、整理し、及び保存し、これを児童又は生徒及び教員の利用に
供することによつて、学校の教育課程の展開に寄与するとともに、児童又は生徒
の健全な教養を育成することを目的として設けられる学校の設備をいう。
（設置義務）
第三条
学校には、学校図書館を設けなければならない。
（学校図書館の運営）
第四条
学校は、おおむね下の各号に掲げるような方法によつて、学校図書館を児童又
は生徒及び教員の利用に供するものとする。
図書館資料を収集し、児童又は生徒及び教員の利用に供すること。
図書館資料の分類排列を適切にし、及びその目録を整備すること。
読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会等を行うこと。
四図書館資料の利用その他学校図書館の利用に関し、児童又は生徒に対し指導
を行うこと。
五他の学校の学校図書館、図書館、博物館、公民館等と緊密に連絡し、及び協
力すること。
2学校図書館は、その目的を達成するのに支障のない限度において、一般公衆に
利用させることができる。
（司書教諭）
第五条
学校には、学校図書館の専門的職務を掌らせるため、司書教諭を置かなければ
ならない。
2前項の司書教諭は、教諭をもつて充てる。この場合において、当該教諭は、司
書教諭の講習を修了した者でなければならない。
3前項に規定する司書教諭の講習は、大学その他の教育機関が文部科学大臣の委
嘱を受けて行う。
4前項に規定するものを除くほか、司書教諭の講習に関し、履修すべき科目及び
単位その他必要な事項は、文部科学省令で定める。
一90一
NDCによる図書分類の基礎（その1）
（設置者の任務）
第六条
学校の設置者は、この法律の目的が十分に達成されるようその設置する学校の
学校図書館を整備し、及び充実を図ることに努めなければならない。
（国の任務）
第七条
国は、学校図書館を整備し、及びその充実を図るため、下の各号に掲げる事項
の実施に努めなければならない。
一学校図書館の整備及び充実並びに司書教諭の養成に関する総合的計画を樹立
すること。
二学校図書館の設置及び運営に関し、専門的、技術的な指導及び勧告を与える
こと。
三前各号に掲げるものの外、学校図書館の整備及び充実のため必要と認められ
る措置を講ずること。
附則抄
（施行期日）
1この法律は、昭和二十九年四月一日から施行する。
（司書教諭の設置の特例）
2学校には、平成十五年三月三十一日までの間（政令で定める規模以下の学校に
あつては、当分の間）、第五条第一項の規定にかかわらず、司書教諭を置かない
ことができる。
附則（昭和三三年五月六日法律第一三六号）抄
1この法律は、公布の日から施行し、昭和三十三年四月一日から適用する。
附則（昭和四一年六月三〇日法律第九八号）抄
（施行期日）
1，この法律は、昭和四十一年七月一日から施行する。
附則（平成九年六月一一日法律第七六号）
この法律は、公布の日から施行する。
附則（平成一〇年六月一二日法律第一〇一号）抄
（施行期日）
第一条
この法律は、平成十一年四月一日から施行する。
附則（平成一一年一二月二二日法律第一六〇号）抄
（施行期日）
第一条
この法律（第二条及び第三条を除く。）は、平成十三年一月六日から施行する。
附則（平成一三年三月三〇日法律第九号）抄
（施行期日）
第一条
この法律は、公布の日から施行する。
附則（平成一五年七月一六日法律第一一七号）抄
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（施行期日）
第一条
この法律は、平成十六年四月一日から施行する。
（罰則に関する経過措置）
第七条
この法律の施行前にした行為及びこの附則の規定によりなお従前の例によるこ
ととされる場合におけるこの法律の施行後にした行為に対する罰則の適用につい
ては、なお従前の例による。
（その他の経過措置の政令への委任）
第八条
附則第二条から前条までに定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経
過措置は、政令で定める。
◆学校図書館基準◆
（昭和34年文部省制定）
A原則1学校図書館は学校教育に欠くことのできない機関である。その目的は学校教
育の基本的目的と一致する。
2r学校図書館』図書館を構成する基本的要素は次の三つである。
（1）図書館職員（2）図書館資料（3）図書館施設
3学校図書館の設置および育成は、基本的には国および教育委員会の責任であ
る。B機能1学校図書館奉仕機関である。
児童・生徒および教師の必要に応じて資料を提供し、教育課程の展開に寄与
し、教養・趣味の助成にも役立たせなければならない。
2学校図書館はまた指導機関でもある。
問題解決のために図書館を有効に利用する方法を会得させ、読書指導によっ
て読書の習慣づけ・生活化を教え、図書館利用を通して社会的、民主的生活態
度を経験させる。
C学校図書館職員
1学校図書館に司書教諭および事務職員を置く。
（1）司書教諭は児童・生徒数450人未満の学校では兼任を1人、450人以上の場
合には専任を1人置く。
（2）事務職員は児童・生徒数900人未満の学校では専任を人、1800人未満の場
合は2人、それ以上の場合は3人を置く。事務職員は専門の知識技術を習得
しなければならない。
2兼任司書教諭の担当授業時間数は、週10時間以下とする。
D学校図書館資料
1資料の種類
学校図書館資料には，図書のほか，雑誌・新聞・パソフレット・リーフレッ
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ト・切抜き・地図・絵図・絵はがき・写真・紙しばい・フィルム・スライド・
レコードなどの視聴覚資料や児童・生徒の作品などを含む。
2選択（1）信頼でぎる目録を参考にする。
（2）一定の選択基準を設けて選択する。
（3）一定の除籍基準を設けて，除籍し，更新する。
3資料構成
（1）児童・生徒および教師の各種の必要に応じられるように資料を集め，片寄
りのない調和のある資料構成とする。
（2）基本図書としては，必備の辞書，百科事典，年鑑統計，人名・地名などの事
典，地図，図鑑などを含めて，小学校では，500種中学校では，700種高等学校
では，1000種程度の図書が必要である。
（3）図書の総冊数は，一般には児童・生徒1人当り5冊以上を必要とする。た
だし，学校の種別と在籍数とに応じた図書冊数の基準は別表1「学校図書館
の図書・設備に関する基準」によるものとする。
000100200300400500600700800900絵
総哲歴社自工産芸語文学史会然学そ宗科科科工の記教学学学業業術学学他
小学校 521591355522019100％中学校 73141015557529100％高等学校 85131015557725100％（4）1年問の受入冊数は1人当り0．5冊以上とする。
（5）必要に応じて複本を用意する。
（6）蔵書の配分比率は次の表を参考として，学校の課程，地域の実情などを考・
慮して設定する。
（7）雑誌は，児童・生徒数901人以上の学校では小学校約15種，中学校約20種，
高等学校約30種が必要である。900人以下の学校では小学校約10種，中学校
約15種，高等学校約20種が必要である。
（8）視聴覚資料の設備については，別表Hr視聴覚資料の設備に関する基準」
によるものとする。
E学校図書館資料の整理
1すべての図書館資料は児童・生徒および教師が，これを有効に利用できるよ
うに組織化する。
2図書の分類は，日本十進分類法（NDC）による。目録カードの記入は，日本
目録規則（NCR）による，ただしその適用については，学校の種別・規模など
に応じて考慮する。
3事務用として配架目録を整備する。
4閲覧用としては件名・書名・著者目録などを整備する。なお作成にあたつて
は，件名目録をさきに作るのがよい。
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5件名標目は，学校図書館向きの件名標目表による。
F建物・設備
1建物（1）学校図書館は専用施設とし，教育活動に便利な場所がよい。
（2）閲覧室の収容定員は，在籍児童・生徒数の1割とする。面積は収容定員1
人当り2．18平方メートルは必要である。最低1学級分の児童・生徒を入れら
れる広さがいる。
（3）閲覧室のほかに，事務室・研究室を置く。余裕があれば別に視聴覚室を置
く。換気・通風・採光・照明・色彩・色調・防音などに留意する。
2設備（1）書架・閲覧机・いすのほかに，受付台・事務机・作業机・雑誌架・新聞架
展示書架・材料戸だな・陳列ケースカードケース・ファイリングキャビネッ
ト・製本用具・視聴覚資料整理ケースなどを置く。
（2）掲示板・黒板・流し・熱源・手洗などを設備する。
（3）適当な装飾その他。
（4）学校の種別と在籍数とに応じた設備の基準は，別表1「学校図書館の図書・
設備に関する基準」によるものとする。
G経費1経費は公費で支弁されなければならない。
2財源のいかんにかかわらず，別途会計とする。
3経常経費は児童・生徒1人当り年額，小学校では250円以上，中学校では350
円以上，高校学校では450円以上とする。
ただし人件費・特別施設費・視聴覚資料費はこれに含まない。
4経常経費は次の割含で配分する。
????????製備消雑
本品耗
費費費費
計
551518522H運営1学校図書館の運営には、特に次の諸点に留意する。
（1）学校図書館が学習活動の中心的機関となり、またレクリエーションの場と
もなるように努める。
（2）計画性・一貫性をもって運営する。
（3）学校種別、規模、地域の特性などに即して運営する。
必要な委員会を設けて、学校図書館運営の円滑を期する。
児童・生徒の委員を選出して、積極的に運営・奉仕に参加させる。
閲覧の方式は開架式にする。
館外貸出は積極的に行う。
学級文庫・教室・研究室などの図書および、その他の資料は、学校図書館運
営の一環として管理する。
23456
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7各種の広報・集会活動を通じて宣伝啓発に努める。
8学校経営に支障のないかぎり、学校図書館を地域の人々に公開する。
9他の学校図書館・公共図書館・公民館・博物館・各種文化施設などと密接に
連絡を保つ。
10各種の評価を行い、具体的改善を図る。
1図書館の利用指導
1図書および図書館の利用を高めるために、次のような事項について指導する。
（1）学校図書館の概要
（2）図書・図書館の歴史と現状
（3）図書館道徳と読書衛生
（4）図書の構成と取扱方
（5）図書の選択
（6）分類と配列
（7）図書の目録
（8）辞書・事典・索引類の利用
（9）年鑑・統計類の利用・
（10）雑誌・新聞類の利用
（11）インフォーメーションファイルの利用
（12）視聴覚資料の取扱と利用
（13）読書法
（14）参考書目の作り方とノートのとり方
（15）校外の読書施設・文化施設
2これらの指導は、小・中・高等学校ごとに、教科および教科以外の諸指導を
通して、計画的、組織的に行うことが必要である。
3その指導は司書教諭が中心となり、各教師が協力して行う。
（4）同上書p．26～27
実務経験による単位軽減処置は平成11年4月1日から平成15年3月31日までの
期間とし、その後は廃止する。
（5）4単位あるいは2単位に軽減される措置は、「実務経験による単位軽減措置に
関する事項」に揚げられている。
対象となる者 修得したものとみなす科目 単位
昭和24年4月1日以降、学校において良
好な成績で司書教諭に相当する職務に従
事した旨の所轄庁の証明を有する者
・学習指導と学校図書館
・読書と豊かな人間性
・情報メディアの活用
??
昭和24年4月1日以降、学校において良
好な成績で司書教諭に相当する職務に従
事した旨の所轄庁の証明を有する者
・学校経営と学校図書館
・学習指導と学校図書館
・読書と豊かな人間性
・情報メディアの活用
??
日本図書館協会r図書館年鑑』1999p．297（6）印刷メディアは、図書、逐次刊行物、ファイル資料等に大別される。図書をめ
ぐっては、『図書館情報学辞典』で次のように定義している。
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「文字や図表などが記載された紙数を冊子体に製本した資料。本、書物、書籍、
書などもよばれるが、図書館用語としては、通常、図書が用いられている。現
代では手書きではなく印刷され、装丁され、出版され、さらに相当量のページ
数を（ユネスコの定義では49ページ以上）有するものとして捉えられることが
多い。」
日本図書館学会用語辞典編集員会編『図書館情報学用語辞典』
図書には、絵本、物語、ノンフィクション、知識の本、実用書等が含まれるが、
その装丁から見ると和装と洋装との二者が存在する。前者の和装本は、日本古来
の図書の形態である。一方、後者の洋装本は、現在市販されている多くの図書で、
明治以降普及した形態である。それにはハードカバー（布や紙などを貼付した板
紙で装丁）とソフトカバー（紙表紙のペーパーブック）との二者があり、最近で
は後者のぺ一パーブックの出版物が多い。
その図書の構成は、標題紙、前書き、目次、本文、付録、索引、後書、奥付等
が一般的である。
洋装本の各部の名称を以下に記す。
00◎ o
0 回
一＼
◎o ◎ ＠
■三
罰
想
⑰ノ
⑤
㊨
㊤
⑭一
①
⑪ ◎ ⑤
0天②花ぎれ0のど◎カバー㊤帯紙
O平の文字
◎みぎりO平
0溝0背⑳背文字㊤耳
⑰しおり
⑪地（罫下）
◎角
O見返し（遊び）
◎遊び紙＠小口
⑤標題紙（扉）
図書には、その刊行形態や用途によって、単行本（単行書）、叢書、双書（シ
リーズ）、参考図書（辞典一国語辞典や漢和辞典、百科辞典、地図、年表、図鑑、
目録等）の呼び方がある。
次に、逐次刊行物について簡約する。逐次刊行物は、『日本目録規則』で次の
ように定義されている。
「一つのタイトルのもとに、終期を予定せず、巻次・年月次を追って継続刊行
される出版物で、その媒体は問わない。逐次刊行物には雑誌、新聞、年報、年
鑑、団体の紀要、会報、番号付けのあるモノグラフ・シリーズや雑誌の特集号、
別冊窓以外に、固有のタイトルをもたない。」
日本図書館協議会目録委員会編『日本目録規則』日本図書館協会p．343逐次刊行物には、定期刊行物と不定期刊行物の二者が存在する。前者の定期刊
行物の場合、日刊、週刊、隔週刊、旬刊、月刊、隔月刊、季刊、年刊等がある。
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具現すれば、新聞、雑誌、年報、年鑑等がこれに相当する。
最後に、ファイル資料等について簡約しておく。それには、パンフレット、リー
フレット、写真、絵葉書、切り抜き（ファイリングメディア）、バインダー（ルー
ズリーフ、加除式メディア）等も存在する。パンフレットは、表紙を除き5ペー
ジ以上48ページ以下の完結した製本していない非定期刊行物（ユネスコの定義）
である。そして、リーフレットとは、折り畳んだだけの1枚の印刷物で、2ペー
ジから4ページ程度のものをいう。
（7）類別のための特性としては、いろいろ考えられる。例をあげれば、
内容……図書の取扱っている内容を基準に、哲学・自然科学・文学というように
分けていく。
大きさ……図書には、A4、A5、B5、B6、新書など、さまざまな大きさの
ものがあるが、それを基準にして分ける。
出版年月日……図書の奥付などに、出版年月日が記されているが、これによって
○年O月に発行になった図書というように類別する。
阪本一郎監『講座現代学校図書館3図書の分類』岩崎書店
（8）もりきよし編『NDC入門』日本図書館協会pp．15～16
（9）もりきよし原編『日本十進分類表新訂9版本表編』日本図書館協会
Pjdi
以下に、もりきよし原編『日本十進分類表新訂9版』の「本表」と「一般補
助表・相関索引」の一部を揚げておく。
第1次区分表（類目表）
0総記Generalworks
（図書館，図書，百科事典，一般論文集，逐次刊行物，団体，
リズム，叢書）
1哲学Philosophy
（哲学，心理学，倫理学，宗教）
2歴史History
（歴史，伝記，地理）
3社会科学SocialScience
（政治，法律，経済，統計，社会，教育，風俗習慣，国防）
4自然科学NaturalSciences
（数学，理学，医学）
5技術Technology
（工学，工業，家政学）
6産業Industry（農林水産業，商業，運輸，通信）
7芸術Thearts（美術，音楽，演劇，スポーツ，諸芸，娯楽）
8言語Language9文学Literature
ジャーナ
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第2次区分表（綱目表）?????
?????
?????
総記
図書館．図書館学
図書，書誌学
百科事典
一般論文集一般講演集
逐次刊行物
団体
ジャーナリズム．新聞
叢書全集．選集
貴重書郷土資料．その他の特別
コレクション
哲学
哲学各論
東洋思想
西洋哲学
心理学
倫理学．道徳
宗教
神道
仏教
キリスト教
歴史
日本史
アジア史．東洋史
ヨーロッパ史．西洋史
アフリカ史
北アメリカ史
南アメリカ史
オセアニア史．両極地方史
伝記
地理．地誌．紀行
30社会科学????????? ?
???
?????
教育
風俗習慣．民俗学．
国防軍事
民族学
自然科学
数学
物理学
化学
天文学．宇宙科学
地球科学．地学
生物科学．一般生物学
植物学
動物学
医学．薬学
50技術?????
?????
??????
工学建設工学．土木工学
建築学
機械工学．原子力工学
電気工学．電子工学
海洋工学．船舶工学．
金属工学．鉱山工学
化学工業
製造工業
家政学．生活科学
産業
農業
園芸
蚕糸業
畜産業．獣医学
林業
水産業
商業
運輸交通
通信事業
芸術．美術
彫刻
絵画．書道
版画
兵器
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???????????写真．印刷
工芸
音楽舞踊
演劇．映画
スポーツ．体育
諸芸．娯楽
80言語
81日本語
82中国語
その他の東洋の諸言語
???? ?英語
ドイツ語
フランス語
スペイン語
87イタリア語
88ロシア語
89その他の諸言語
90文学
91日本文学
92中国文学
その他の東洋文学
????? ?英米文学
ドイツ文学
フランス文学
スペイン文学
イタリア文学
ロシア．ソヴィエト文学
その他の諸文学
第3次区分表（要目表）社会科学（政治，法律，経渚，統計，社会，教育，風俗習慣，国防）
300
301
302
303
304
305
306
307
8
社会科学Socialsciences
＊ここには，政治学，法律学，経済学，社会学などを含む総合
的なものを収める
＊社会学→361
理論．方法論Theoryandmethodology
社会科学史
社会科学方法論
政治・経済・社会・文化事情Socialsituationandconditions
→：210／270；291／297
＊地理区分
＊ここには，政治，経済，文化，教育，国民性，風俗などを含
む各国の事情を収める
参考図書［レファレンスブック］Referencebooks
論文集．評論集．講演集Essaysandlectures
逐次刊行物Serialpublications
団体：学会．協会．会議Organizations
研究法指導法．社会科学教育Studyandteaching
＊社会科教育→375．3
就職試験問題集＜一般＞
＊特定職業の試験問題集は．各主題の下に収める
369．38難民救済
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9?
．41
．42
．43
．44
．49
．5
．7
．75＋
．8
．81＋禁酒・禁煙運動
．83＋廃娼運動
．9医療社会福祉．医療保護→
．91＋医療行政・制度・施設
．92＋医療ケースワーク
軍事保護
児童福祉→：367．6
＊少年保護→327．8
母子福祉．母子保護母子寮．父子家庭
保育所．託児所．学童保育→：376．1
児童養護施設．児童相談所．里親制度
孤児．婚外児
心身障害児福祉・養護施設→：378
経済保護：授産事業，簡易宿泊所，公益質屋→：338．77
地域福祉．セツルメント［隣保事業］
＊ボランティア活動＜一般＞は，ここに収める；ただし特定の
対象の場合は，各主題の下に収める
司法福祉．更生保護
矯風事業
：498．1
370教育Education
［．1→371］
［．2→372］
8叢書．全集．選集
＊教育実践記録集はここに収め，個々の実践記録は関連主題の
下に収める371教育学，教育思想Theoryofeducation
．1教育哲学
．16教育学方法論
．2教育学史．教育思想史
＊地理区分＊個々の教育学者の学説・体系を形成する著作および著作集は，
ここに収める．21日本伊沢修二1851－1917，石山脩平1899－1960，長田新1887－1961，
沢柳政太郎1865－1888，篠原助市1876－1957，谷本富1867－1946，
矢川徳光1900－1982，吉田熊次1874－1964
371．233イギリス
ニイルNei1，AlexanderSutherland，1883－1973
．234ドイツ
シュプランガーSpranger，Eduard，1882－1963，ナトルプNatorp，
Paul，1854－1924，フレーベルFrobel，Friedrich，1782－1852，
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ヘルバルトHerbart，JohamFriedrich，1776－1841
．2345スイス
ペスタロッチPestalozzi，JohannHeinrich，1746－1827
．2348チェコ
コメニウスComenius』JohannAmos，1592－1670
．235フランス
デュルケームDurkhei瓜Emi紅1858－1917，ルソーRousseau，
JeallJac〔1ues，1712－1778
．237イタリア
モンテッソリーMontessori，Mada，1870－1952
．238ロシア．ソビエト
クルプスカヤKrupskaya，Nadezhda，1869－1939
．253アメリカ合衆国
デューイDewey，John，1859－1952
．3教育社会学．教育と文化
．31＋地域社会と学校：農山漁村の教育，都市と教育，僻地教育
［．33］家族と教育→374．6
．35＋学校・学級社会
．3マスコミュニケーションと教育．テレビによる影響
．4教育心理学．教育的環境学
発達，人格と適応
．41＋学習：学習適応，学習障害，学習恐怖症
．42＋問題行動：登校拒否，校内暴力，いじめ，子供の自殺，
家庭内暴力，思春期暴力
＊少年非行，非行心理学→368．71
．43教育診断カウンセリング．精神衛生
［．44］幼児心理→376．11
．45児童心理．児童研究
＊別法：143．3
．47青年心理．青年研究
＊別法：143．4
371．5各種の教育論・類型→：14L18
英才教育，オープン教育，海外帰国子女教育，個性教育，
個別化教育，児童中心学校，自由教育，植民地教育，
人格主義教育，進歩主義教育，生活教育，生産教育，
創造教育，地域社会学校，労作教育
．56同和教育→：36L86
．6道徳教育．宗教教育．情操教育．公民教育→：375．35
．7教育測定．教育評価→：375．17
知能測定，性格測定，適性検査
．8教育調査法．教育統計法
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372教育史・事情Historyandconditionsofeducation
＊地理区分＊教育運動史は，ここに収める
．1日本教育史・事情
．103＋古代
．104＋中世
．105＋近世＊藩学校，寺子屋は，ここに収める
．106＋近代：明治・大正時代，昭和時代前期1868－1945
．107＋昭和時代後期・平成時代1945一
．8教育家く列伝＞
＊個人伝記→289
373教育政策教育制度．教育行財政EducationpoIicyandsystem
．1教育政策．教育制度．学校制度
義務教育，学区制，不就学，公教育，私立学校
＊比較教育は，ここに収める
＊各国の教育制度史・事情は，372．1／．7に収める
．2教育行政教育委員会．教育視察
．22＋教育法令．設置基準
．4教育財政教育費．私学助成．奨学制度，育英会
．7教員の養成・資格教員検定→：374．3
．78人事行政．勤務評定．共済組合
＊教員組合→374．37
374学校経営・管理，学校保健Schooladministration
＊ここには，小中高等学校に関するものを収め，大学の管理は
377．1に収める374．1学級経営・編成，指導要録，成績管理
＊学級文庫→017．2
．12小学校
．13中学校
．14高等学校
．2生徒論：男女共学，共学問題
．3教職員→：373．7
．35＋教職：教職実務教職技術，教職教養，教案［指導案］の書き方，板書
．37＋教員労働．教員組合
．4学校行事：学校儀式
．43＋学校講話［教育講話］
．46遠足．修学旅行→：786．4
．47学芸会．学校祭
．48運動会
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学校事務，学校会計
家庭と学校との関係：PTへ学校父母会，後援会，同窓会
＊別法：家族と教育371．33
．7学校施設・設備→：526．37
校地，校舎，運動場，学校園，学校環境，学校植林，学校防災
教具教育機器．コンピュータ→：375．19
校外教育：林間学校，臨海学校
学校保健
環境衛生
安全教育
身体検査・健康管理，健康相談，学校看護→：492．994
＊肥満児の教育指導は，ここに収める
学校給食
学校疾病対策：学童結核，トラコーマ，インフルエンザ
健康教育
学校体育．学校遊戯→：375．49；781
．79
．8
．9
．91
．92
．93
．94
．96
．97
．98
375教育課程．学習指導．教科別教育
Currlculums．Methodsofinstructionsandstudy
＊教育方法・技術・工学は，ここに収める
＊ここには，わが国の小・中・高等学校に関するものを収め，
幼稚園は376．15，大学は377．15に収める
＊外国の教科別教育→372．2／．7
．08叢書．全集選集
375．082＋小学校
．083＋中学校
．084＋高等学校
．1学習指導＜一般＞学習指導要領
授業設計，授業評価・分析，授業改造，授業の受け方・学び方・
学ばせ方＊生活指導を含む指導＜一般＞は，ここに収める
．11＋教育工学
．12＋教材研究．教材選択
＜．13／．16学習形態＞
＊特定の教科に関するものは，．3／．8に収める
．13
．14
．16
．17
．18
．182
．183
グルーブ学習
校外研究．見学．調査
宿題．予習と復習
学習評価．学力調査．テスト
特別活動：ホーム・ルーム，
小学校
中学校
［考査。試験］．学習不振→：371．7
クラブ活動，話し合い
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．184高等学校
．19視聴覚教育：教材，資料，機器→：014．77；374．79；779．8
放送教育，テレビ教育，展示・掲示
＊ここには，視聴覚教育＜一般＞を収め，特定教科の視聴覚教
育は，各教科の下に収める
．199＋コンピュータ教育．CAI
．2生活指導．生徒指導
．23＋教育相談．個別指導
．25＋進路指導．職業指導
．27＋校外指導．余暇指導
＜．翫8各教科＞
．3社会科教育→：307
．31社会：倫理，社会，政治，経済
．312小学校
＊生活科（小学校低学年は，ここに収める）
．313
．314
．32
．322
．323
中学校
高等学校
歴史→：207
小学校
中学校
あい（作物栽培）
（植物学）
（染料）
愛（倫理）
（キリスト教）
（心理学）
（仏教）
相生
アイオワ州
愛玩動物
合気道
間狂言
愛琿条約
愛国心（倫理）
愛国団体（社会学）
あいさつ（言語）
（民俗）会沢正志斎（日本思想）
相性
愛情（心理学）
相関617．8
479．64
577．99
158
191．7
14L62
181．6
＊164
＊5352
645．9
789．25
773．9
319．22
154
36L65
809．4
385．9
12L58
148．7
14L62
索引
愛書家
愛書趣昧
アイスクリーム（料理）
会津戦争
アイス染料
アイスホッケー
アイスポロ
アイスランド
アイスランド語
アイスランド文学
会津若松
愛染法
愛染明王（彫刻）
（仏教）アイソトープ（原子力工学）
（作物栽培）（物理学）（放射線医学）愛他主義（倫理）
アイダホ州
??
???
???????????
?? ??????????? ???
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愛知県
愛鳥週間
アイヌ（人種学）
（民俗）
アイヌ語
アイヌ文学
アイバンク
アイリス（花卉園芸）
（植物学）
アイルランド
アイルランド語
アイルランド史
アイルランド文学
アイロン（製造工業）
（電気工学）
（被服管理）
アインシュタイニウム（化学）
アヴィケンナ（哲学）
アーヴィング教会
アヴェスタ（宗教）
アヴェスタ語
アヴェナリウス（哲学）
アヴェロエス（哲学）
アウグスティヌス（哲学）
アウタルキー（経済）
あえもの（料理）
亜鉛（化学）
（機械工学）
（金属工学）
亜鉛華（顔料）
亜鉛鉱（鉱山工学）
亜鉛族元素
亜鉛中毒
亜鉛凸版
亜鉛平版
亜鉛めっき
あおい
アオイ目
青色申告制度（租税）
アオカビ
青刈作物
あおぎり
2
????????????????????????
????????????????????????????????????? 青写真法
青空（気象学）
青本
青物市場（園芸）
（商業）青森
青森県
あかがい（水産業）
（動物学）あかざ（植物学）
赤酒（酒類工業）
アカザ目
明石
アカシア（植物学）
（造林）赤潮（水産学）
明石縮
県主制度
アカデミー派（哲学）
あかね（作物栽培）
（植物学）
（染料）
アカネ目
赤平
赤本
アカマンボウ目
アーカンソー州
安芸
秋川
昭島
秋月の乱
秋田
秋田県
安芸国
秋の夜の長物語［書名］
アキュムレータ
アキレス腱症
灰汁（被服管理）
アクアチント
アクアラング
握手（民俗）
悪臭（公害）
??? ??? ??? ???????
????????
????? ???????? ?? ?? ??
一105一
中谷陽子・豊澤弘伸・
アクセサリー（衣類）
（工芸）（民俗）アーク切断
アクセント
（英語）（日本語）アクチニウム（金属工学）
アクチノイド（化学）
アクチュアリー（保険）
アーク灯（照明工学）
阿久根
あくび（生理学）
（10）同上書P」di
（11）同上書P」di
（13）同上書p．147
（15）同上書P」dii
（16）同上書p．xxvi
図書館協会p．4
（18）阪本一郎監『講座
（19）同上書p．163参照。
（20）同上書p．164
（21）
生野金三
593．8
755．3
383．3
566．62
8□1
831．4
811．14
565．7
436．34
339．1
545．2
＊197
491．333
悪癖（心理学）
アーク放電（物理学）
悪魔（キリスト教）
（仏教）
悪魔主義（文学）
アーク熔接
アグリッパ（哲学）
アクリル画（絵画技法）
アクリルガラス
アクリル樹脂
アケリルニトリル
アグレマン（国際法）
（12）志村尚夫編『学校図書館メディアの構成』樹村房p．147
（14）もりきよし編『日本十進分類表新訂9版本表編』前掲書 P．xxiii
141．75
427．53
191．5
181
902．06
566．62
132．4
724．4
578．443
578．443
578．443
329．27
（17）もりきよし編『日本十進分類表新訂9版一般補助表・相関索引』日本
現代学校図書館3図書の分類』岩崎書店pp．162～163
もりきよし編rM）C入門』前揚書p．101
（22）もりきよし編『日本著者記号表』日本図書館協会
次に『日本著者記号表』の一部を揚げておく。
Mi～MoMi
Mib
Mic
Mi（i
Mie
Mig
Mih
Mii
Mij
Mik
Mikaw
Mike
?????????????
」?
???? ?MorMor（1
More
Morg
Mori
Moribe
Morie
Morig
Morii
Morik
血。riki
Moriko
P．6
Miy
Miyag
Miyagi
Miyai
Miyaj
Miyak
Miyam
Miyamu
Miyan
Miyao
Miyas
Miyash
??????Moriw
Moriy
Moriyam
Moriz
Moro
Moroi
Moroo
Morr
Mort
Mos
Mot
Motod
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?????? 24MomMist25MomoMisu
26MomonMit
27MomosMitaj
28MomotMitam
29MomoyMitao
??????Morim
Morimo
Marimu
Morin
Morini
Morino
Miyat84Motoi
Miyatak85Motok
Miyau86Motom
Miyaw87Moton
Miyaz88Motono
Miyazaw89Motos
Mim31MonMimas32Monc
Mimi33MoneMimu34MomMin35MonoMinag36Monr
Minam37Mont
Minamo38Monte
Minat39Moo
Mite61ito62itsu63
Mitsui64
Mitsum65
itsun66iu67iw68iwad69
MorioMiyo
MoriokMiz
MorisMizo
MorishimMizu
MorishitMizuk
MoritMizun
MoritanMizut
MoritoMizuy
MoritsMizuz
91Motou
92Motoy
93Motoz
94Mots
95Mott
96Mou
97Mow
98Moz
99Mozu
Mu～NMullNMub12NacMuc13NagMud14Nagai
Mudai15Nagam
Mue16NaganoMuf17NagaoMug18Nagaok
Mugi19Nagar
Murai41
Murais42
Murak43
Murakaw44
Mur ki45
Murako46
Muraku47
Muram48
Muramo49
NakaoMuro
NakaokMurob
NakatMuroi
NakayMurok
NakayamMuros
NakazMurot
NamM皿oyNanMurpNaoMurr
71Ni
72Nii
73Nij
74Ni1
75Nim
76Nin
77Nippon
78Nir
79Nis
Muh21Mui22Muk23Nagat
Mukai24Nagato
Mukas25Nagay
Muki26Nage
Muko27Nagoy
Muku28Nai
Mu129Naito
NagasMuran51
NagasawMurani52Mur no53Mur o54Mur ok55Muras56Murase57Murashi58Murat59
Nar
Nari
Naru
Narus
Nas
Nasu
Nat
Nats
Nau
Mus81Nishi
Musashi82Nishih
Muse83Nishik
Mush84Nishim
Mushi85Nishin
Mus186Nishio
Muso87NishiwMuss88NitMust89Niw
Mum
Mun
Mune
Muni
????Nak
Nakag
Nakah
Nakai
Muray
Murayam
Murayas
Muraz
?????
?????? Mut
Mute
Muto
Mutsu
???No
Nod
Nog
Nom
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Muno
Muns
Muo
M皿
Murae
35NakamMurc
36NakamoMurd
37NakamuMure
38NakanMuri
39NakanoMum
65Neo
66Nes
67N u
68New
69Nez
Mutsumi95NomuMuw96NorMuy97NosMuz98NozMuze99Nu
U～VUllVUbe12VacUbu13VachUchid14Vad
Uchig15Vae
Uchii16Vag
Uchik17Vah
Uchim18Vai
Uchimu19Vaill
Uem
Uemu
Uen
Ueni
Ueno
Ueo
Ues
Uet
Ueto
41Vap
42Var
43Vam
44Vas
45Vat
46Vau
47Vaum
43Vaut
49Vav
Umem
Uemu
Umen
Umez
Un
Unno
Uno
Uo
Uok
71Vi1
72Vilm
73Vim
74Vin
75Vinc
76Vine
77Vino
78Vint
79Vio
Uchin21Vaj
Uchino22Vak
Uchio23VaI
Uchis24Vall
Uchiy25VamUd26Van
U（iak27VancUde28VandUdo29Vane
Uey
Uez
Uga
Ugak
Ug y
Ui
Uj
Uk
Uki（i
51Ve
52Vec
53Ved
54Veg
55Vei
56Vel
57Ven
58Venn
59Vent
Ur
Urak
Uram
Uramo
Urb
Ur（i
Urs
Uru
Uryu
81Vir
82Vis
83Vit
84V1
85Vo
86Vo9
87Voi
88Vol
89Von
Ue
Ued
Uede
Ueg
Ueh
Uehar
Uei
Uej
Uek
31Vanh
32Vani
33Vann
34Vano
35Vanr
36Vans
37Vanu
38Vanw
39Vane
Ul
Ulr
Um
Ume
Umeg
Umeh
Umei
Umel
Umek
61Ver
62Ve㎜63Verr
64Ves
65Vet
66Vi
67Vic
68Vie
69Vig
Us
Usam
Ushi
Ushio
USU
Ut
Uw
Uy
Uz
91Vor
92Vos
93Voss
94Vot
95Vr
96Vri
97Vu
98Vul
99Vy
W～YW
Wad
Wae
Wag
??Y
Yabu
Yad
Yae
Was
Wash
Washin
Washio
???Yamao
Yamaok
Yamas
Yamashi
?????Yi
Yo
Yod
Yok
一108一
NDCによる図書分類の基礎（その1）
Wai15YagWaj16YaginWak17YalWakae18Yam
Wakak19Yamad
Wata
Wata
Watar
Wats
W tt
??????Yamat
Yamau
Yamaw
Yamaz
Yamazaw
????75Yokoh
76Yokoi
77Yokom
78Yokot
79Yokoy
Wakam21
Wakami22
Wakamo23
Wakan
Wakao
Wakas
Wakat
Wakay
Wake
YamagWeYamagatWebsYamagiWed24YamaguWeg
25YamaiWei
26YamajWe1
27YamakWell
28YamakiWen
29YamakuWer
?????Yan
Yanagi
Yanagi（l
Yanai
Yanak
Yanas
Yane
Ya o
Yao
??
??
???????81Yom82Yon
83Yonek
84Yoney
85Yos
86Yoshid
87Yoshie
88Yashii
89Yoshik
Waki31
Wakimo32
Wakhhu33
??????? ???
YamamWes
YamamuWest
YamanWet
YamanakWeu
YamanasWh
YamaneWhe
YamaniWhi
YamanoWhit
YamanouWhitm
?????Yas
Yasu
Yasug
Yasuh
Yasum
Yasuo
Yau
Yazu
Ye O
?????????Yoshim
Yoshin
Yoshiu
Yoshiy
Youn
Yu
Yui
Yun
Yura
（23）同上書p．7～8
（24）同上書p．8～9
（本学発達科学部教授他）
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